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序　　　　　文

独立行政法人国際協力機構は、ブルキナファソ国からの技術協力要請に基づき、ブルキナファ

ソ国の自然・社会経済条件にあった適切な内水面養殖手法を取りまとめ、農村部において養殖普

及を促進する体制を整備することを目的とした「養殖による農村開発促進計画プロジェクト」を

2009 年 9 月より 3 年間の計画で実施中です。

当機構は、協力期間の中間地点におけるプロジェクト実績を把握し、ブルキナファソ国側と共

同で協力効果の評価を行うとともに、日本及びブルキナファソ国側の双方が取るべき措置を明確

化することを目的とし、2011 年 9 月に当機構国際協力専門員 千頭　聡 を団長とする中間レビュー

調査団 4 名を現地に派遣しました。

調査団はブルキナファソ国関係機関との協議及び現地視察等を通じて、プロジェクト成果の達

成状況を確認し、レビュー結果を報告書としてまとめ、結果をミニッツに署名いたしました。

本報告書は、同調査団の調査結果等を取りまとめたものであり、今後本プロジェクトの実施に

あたり、広く活用されることを願うものです。

ここに、本調査にご協力とご支援いただいた関係各位に対し、心より感謝の意を表します。

平成 23 年 12 月

独立行政法人国際協力機構

農村開発部長　熊代 輝義
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Lemuodougou村の氾濫原

バゼガ養殖センター。原史郎短期専門家（テラピア

種苗生産・飼育）による半集約的養殖実証試験が行

われている。

バゼガ養殖センター内での養殖試験

ダム湖での網生け簀養殖試験 民間の養殖サイト

Sideradougou村での聞き取り



略　語　表

略　語 正式名称 日本語

CDP 仏 Comité de Pilotage 合同調整委員会

C/P 英 Counterpart personnel カウンターパート

CR 仏 Compte Rendu 協議議事録

DGRH
仏 Direction Générale des Ressources Halieutiques

水産資源総局
英 Direction General of Fishery Resources

JCC 英 Joint Coordinating Committee 合同調整委員会

JICA
仏 Agence Japonaise de Coopération Internationale

国際協力機構
英 Japan International Cooperation Agency

MAH
仏 Ministère de l’Agriculture et de l’Hydraulique

農業・水利省
英 Ministry of Agriculture and Hydraulic

MCP 仏 Matrice de Conception du Projet
プロジェクト・デザイン・

マトリックス

MEDD
仏

Ministère de l’Environnement et du Développement 
Durable 環境・持続的開発省

英 Ministry of Environment and Sustainable Development

M/M 英 Minutes of Meeting 協議議事録

PDM 英 Project Design Matrix
プロジェクト・デザイン・

マトリックス

PDR/ADB
仏

Projet de Promotion du Développement Rural par 
l'Aquaculture Durable au Burkina Faso 養殖による農村開発促進プ

ロジェクト
英

Project for Rural Development through Aquaculture in 
Burkina Faso

PO
仏 Plan d’Opération

活動計画
英 Plan of Operation

PV 仏 Procès Verbal 討議議事録

R/D 英 Record of Discussions 討議議事録

UAT
仏 Unité d’Appui Technique

村レベルの農業普及員
英 Technical Support Unit

ZAT
仏 Zone d’Appui Technique コミューンレベルの農業普

及員英 Technical Support Zone
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１－１　協力の背景と概要

西アフリカの内陸に位置するブルキナファソ国（以下、「ブルキナファソ」と記す）は、比

較的良好な経済成長にもかかわらず国民の大半に及ぶ貧困状況が依然として改善されておら

ず、最貧国の 1 つとされている。ブルキナファソ政府は農村開発戦略において、既存の農牧林

業生産システムに水産生産活動（養殖）を取り入れるアプローチの重要性を提言し、1979 年

にバゼガ養殖センターが建設されて以降、いくつかの養殖プロジェクトが実施されたが、ブル

キナファソ国内に養殖が根づくには至っていない。また、ブルキナファソは ｢ 水産資源の管理

･ 開発に関する国家戦略と優先計画（SNPPDGRH）｣（2003 年）に基づき、養殖施設（5 カ所）

の活用、河川やダム貯水池への稚魚放流、飼料生産センター整備、水産物流通システムの強化、

ダム貯水池での囲い網養殖試験などの事業を行っているが、十分な成果は上がっていない。

このような状況のもと、ブルキナファソ政府は農牧主体の農家経営に養殖活動の導入を促進

し、農村地域の貧困削減と食糧安全保障をめざす技術協力プロジェクトをわが国に要請した。

本プロジェクトは、ブルキナファソの自然 ･ 社会経済条件に合った適切な内水面養殖手法及び

その普及ガイドラインを、パイロットプロジェクトなどの実施を通じて取りまとめるととも

に、その過程を通じてブルキナファソ農村部において養殖普及を推進するための体制を整備す

るものである。本プロジェクトは、農業 ･ 水利省水産資源総局（DGRH）をカウンターパート（C/
P）機関として、2009 年 9 月から 2012 年 9 月までの 3 年間の予定で実施されており、2 名の長

期専門家（チーフアドバイザー / 粗放養殖、業務調整 / 養殖普及）を派遣中である。

１－２　協力内容

⑴　上位目標

対象地域において、養殖が農・漁民によって持続的に実践・普及される。

⑵　プロジェクト目標

対象地域において養殖普及を推進するための体制が整備される。

⑶　成果

成果１：対象地域において適切な養殖手法が提示される。

成果２：対象地域における養殖普及ガイドラインが作成される。

１　案件の概要

国名：ブルキナファソ
案件名：養殖による村落開発促進プロジェクト中間レ

ビュー調査

分野：水産 協力形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：農村開発部　乾燥畑作地帯課 協力金額（評価時点）：約 1 億 1,834 万円

協力期間

2009 年 9 月～ 2012 年 9 月

（3 年間）

先方関係機関：農業・水利省水産資源総局（Ministère 
de l’Agriculture et de l’Hydraulique, Direction Générale des 
Ressources Halieutiques：DGRH）

日本側協力機関：農林水産省

他の関連協力：―

評価調査結果要約表
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⑷　投入（評価時点）

日本側：

・　専門家派遣　6 名（長期 2 名、短期延べ 4 名）

・　現地活動費　約 1,700 万円

相手国側：

・　カウンターパート配置　約 20 名

・　事務所施設（光熱費を含む）

・　プロジェクト活動費

３－１　実績の確認

⑴　プロジェクト目標

粗放養殖に関しては、プロジェクト活動は目標達成に向かって順調に実施されており、

もし今後予定されている DGRH の環境・持続的開発省への移管がプロジェクトに悪影響

を及ぼさなければ、プロジェクト目標は終了時点においては達成されると見込まれる。一

方、半集約的養殖については、活動の遅れにより現時点の目標達成度は低く、終了時点で

の達成は、追加的な投入を実施しない限り困難であると見込まれる。

【指標】 
1． 養殖手法及びその普及ガイドラインに基づく具体的な普及計画が、農業・水利・

水産資源省において承認される。

2．同普及計画の実施に必要な人員が育成される。

⑵　成果

1） 成果 1
現在、25 サイトで粗放養殖のパイロットプロジェクトが実施・モニタリングされて

おり（指標 1.1）、2 施設で半集約養殖の技術改善が実施されている（指標 1.2）。その結

果を基に具体的な養殖手法が提案される見込みである（指標 1.3）。成果１は、粗放養殖

については順調に進捗しているが、半集約的養殖については遅れている。

【指標】

1.1　 各粗放養殖のパイロットプロジェクトが 24 サイトで実施・モニタリングされ

る。 
1.2　6 サイトで半集約養殖の技術がモニタリング及び改善される。

1.3　適切かつ具体的な養殖手法が提案される。

２　評価調査団の概要

担当分野 氏　名 所　属

調査者

総括 / 団長

養殖 / 普及

協力企画

評価分析

千頭　聡

本間　謙

都竹　良美

昌谷　泉

JICA 国際協力専門員

JICA セネガル事務所広域企画調査員

JICA 農村開発部乾燥畑作地帯課　職員

合資会社プラスタ代表（コンサルタント）

調査期間 2011 年 8 月 30 日～ 9 月 15 日 評価種類：中間レビュー

３　評価結果の概要
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2）成果 2
現在までに 7 点の普及ツールが作成されており（指標 2.1）、ガイドラインは今後作成

される予定である（指標 2.2）。粗放養殖については 52 名、半集約養殖については 19 名

がこれまでに研修を受けている（指標 2.3）。半集約養殖の研修が遅れていることを除け

ば、成果 2 はほぼ順調な進展が見られる。

【指標】

2.1　 養殖実践マニュアルなどの普及ツールが農業・水利・水産資源省において承認

される。

2.2　養殖普及ガイドラインが対象地域 5 州 6 県分作成される。

2.3　水産担当技官や普及員 62 名が研修を受ける。

３－２　評価結果の要約

⑴　妥当性

プロジェクトの妥当性は高い。

・2004 年に発表された「2015 年に向けた農村開発戦略文書」（SDR2015）、及び 2010 年

に策定された「漁業・養殖国家政策」には水産物の増産、養殖振興、村落開発が明

記されており、本プロジェクトの目的、活動内容と整合する。

・プロジェクトの直接的な受益者（ターゲット・グループ）である DGRH、州・県農

業局技官、普及員、及び村民の養殖手法に関する能力向上のニーズは強い。

・日本政府は対ブルキナファソ国別援助計画のなかで、重点援助分野の 1 つとして「基

礎生活分野」を掲げており、そのなかに「農業・農村開発」が含まれている。本プロジェ

クトは日本の援助政策に整合する。

・JICA はギニアにおいて氾濫原粗放養殖を実施した経験があり、日本は同手法におけ

る優位性をもつ。また、養殖技術全般について、日本は長年の経験及び海外への技

術協力の経験がある。

⑵　有効性

プロジェクト有効性は必ずしも高くないと判断される。

・半集約養殖の活動が約 10 カ月遅延しており、今後追加投入のない限りプロジェクト

終了時点での目標達成は困難であると見込まれる〔３－１（１）〕。

・活動遅延の要因は、第三国専門家の任期半ばでの病死と、ブルキナファソの治安情

勢悪化による日本人専門家の一時帰国によるもので、いずれもプロジェクトの範囲

で対応不可能な外部要因である。

⑶　効率性

プロジェクトの効率性は比較的高いと判断される。

・専門家派遣の数及びタイミングは適切であった。

・C/P の能力、人員配置はおおむね適正であった。ただし、プロジェクトサイトの 1 つ

であるバゼガ養殖センターのセンター長が空席であり、効率性向上のため速やかな

配置が望まれる。

・本邦におけるカウンターパート研修及びフィリピンにおける第三国研修は有効で

あった。研修成果は帰国後の活動に生かされ、またワークショップなどを通じて他
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のスタッフにも共有された。

・成果に関しては一部達成が遅れている指標もあるが、全体的には投入に見合う効率

的な成果が得られている。

⑷　インパクト

目標達成度が十分でない現時点においては、上位目標の達成見込みについては推定困難

であるが、指標でみる限り、その達成は困難ではない。その他のインパクトは以下のとお

りである。

・2010年に 12の村で開始されたパイロットプロジェクトによる正のインパクトとして、

①新たな養殖手法の習得、②コミュニティの能力と結束力の向上、③活動への女性

参加促進、④村民と州・県水産技官や普及員との接触機会の増加、などがある。

・パイロットプロジェクトによる負のインパクトとして、活動による利益の分配をめ

ぐって村民間の対立を招いた面がある。

・氾濫原粗放養殖の問題として、河川の水産資源保全に悪影響を及ぼす可能性がある。

⑸　持続性

組織面、財務面での持続性に不確実な要因がある。

1）政策面

・SDR2015 において水産物の増産、養殖振興、村落開発は重視されており、今後も政

策の大きな変更はないと思われる。

2）組織面

・DGRH が農業・水利省から環境・持続的開発省に近く移管されることが決定されて

いる。移管によって DGRH の機能が縮小した場合には、本プロジェクトの活動や効

果は維持発展されない可能性がある。

3）技術面

・C/P の養殖に関する知識・技術は向上しており、持続性は確保されると見込まれる。

・粗放養殖の技術自体は比較的単純であるが、村落開発への適用に際しては社会的要

因が重要となる。

4）財務面

・これまでブルキナファソ側負担によるプロジェクト費用が計画どおりに支出されて

いないため、プロジェクト終了後の持続性確保にも疑問がある。

・DGRH の環境・持続的開発省への移管は財務面においても持続性を脅かす可能性が

ある。

３－３　効果発現に貢献した要因

⑴　計画内容に関すること

・パイロットプロジェクトの実施は村民に正のインパクトをもたらした。

・パイロットプロジェクトに関連する州・県水産技官、普及員が、重要な役割を果た

している。

⑵　実施プロセスに関すること

・日本人専門家とブルキナファソ側 C/P とのコミュニケーションは当初は困難があっ

たが、現在は良好であり、円滑に活動が実施されている。
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３－４　問題点及び問題を惹起した要因

⑴　計画内容に関すること

・特になし。

⑵　実施プロセスに関すること

・半集約的養殖を担当した第三国専門家が病死し、後任者の選定に時間を要したこと

により、活動が約 8 カ月遅延した。

・ブルキナファソの治安情勢悪化により日本人専門家が一時帰国を余儀なくされ、そ

のため活動が約 2 カ月遅延した。

・予算管理や機材調達の権限、C/P への手当支給等についてブルキナファソ側規定と

JICA 規定の間に齟齬がある。

３－５　結論

・粗放養殖に関しては、プロジェクトは順調に進展し、終了時に目標は達成されると

見込まれる。

・半集約的養殖に関しては、活動は遅れており、今後追加的な投入をしない限り終了

時での目標達成は困難であると見込まれる。

・プロジェクトの妥当性と効率性は高い。

・インパクトについては、粗放養殖のパイロットプロジェクトによる正負のインパク

トが観察された。

・持続性については、政策面、技術面では確保されているものの、組織面、財務面で

不確定要因がある。

３－６　提言

⑴　ブルキナファソ側に対しての提言

・ブルキナファソ政府は、プロジェクト残り期間の円滑な活動実施のため、事前に計

画されたとおりにブルキナファソ側のローカルコストが支出されるよう最大限の努

力をする必要がある。また、予定されている水産資源総局の所轄省庁移行が予算支

出に影響を与えるべきではない。

・ブルキナファソ政府は、DGRH の環境・持続的開発省への移行後も、農業・農業水

利省の州・県局水産技官及び普及員（ZAT/UAT）がプロジェクト活動をこれまでど

おり継続できるように対処することが望まれる。

・バゼガ養殖センターにおいて実施されている各種実証試験についての技術移転がよ

り効果的になされるよう、専属の C/P を可能な限り長期間配置することが望ましい。

⑵　プロジェクトに対しての提言

・実施が予定されている氾濫原粗放養殖の社会インパクト分析の結果をもとに当該手

法の改善を行い、その結果を今後作成する養殖普及ガイドラインに十分反映させる

必要がある。

・パイロットサイト粗放養殖池における生産性を高めるため、施肥活動を継続してい

くことが望ましい。

・パイロットプロジェクトの優良事例について知見を広めるため、プロジェクト受益

者間の交換交流の機会を設けることが望ましい。
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⑶　ブルキナファソ国・プロジェクト・JICA 側への提言

・魚消費の国内需要増、近代的な餌製造工場の存在等のポテンシャルを生かすため、

半集約的養殖の促進をするべきである。そのためには、ブルキナファソ側・日本側

の双方が適切な人員を配置し、バゼガ養殖センターで実施されている実証試験の農

家レベルでの試験（on-farm trial）を実施する必要がある。

・ブルキナファソ側 C/P によるプロジェクトの評価・モニタリング活動の強化が望ま

れる。

３－７　教訓

中間レビューの時点では特になし。
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第 1 章　中間レビュー調査の概要

１－１　中間レビュー調査の背景

ブルキナファソ国（以下、「ブルキナファソ」と記す）は、西アフリカの内陸に位置し、国土

面積は 27 万 4,000 km2（日本の 70％）、人口は約 1 億 3,600 万人である（2006 年）。比較的良好な

経済成長にもかかわらず国民の大半に及ぶ貧困状況は依然として改善されておらず、人間開発指

数は 0.370 と世界 177 カ国中 176 位に位置する最貧国の 1 つである（2007 年）。国民の 46.5％が

貧困ライン以下の生活水準にあり、特に人口の 80％が生活する農村部の貧困率は 52.3％と高く

なっている（2003 年）。

ブルキナファソの 2006 年の水産物消費量は 30,500t であり、そのうち輸入水産物が 21,000t を

占めている。国内生産量は 8,000 ～ 10,000t/ 年で推移しているが、そのうち養殖による生産量

はわずか 300 t / 年に過ぎない。ブルキナファソにおける養殖は、1979 年にバゼガ養殖センター

が建設されたことに始まり、その後いくつかの養殖プロジェクトが実施されたが根づくには至

らなかった。また、ブルキナファソは「水産資源の管理・開発に関する国家戦略と優先計画

（SNPPDGRH）」（2003 年）に基づき、養殖施設（5 カ所）の活用、河川やダム貯水池への稚魚放流、

飼料生産センター整備、水産物流通システムの強化、ダム貯水池での囲い網養殖試験などの事業

を行っているが、十分な成果は上がらなかった。このような状況のもと、ブルキナファソ政府は

農牧主体の農家経営に養殖活動を導入促進し、農村地域の貧困削減と食糧安全保障をめざす技術

協力プロジェクトがわが国に要請された。

本プロジェクトは、実施にかかる討議議事録（Record of Discussions：R/D）が 2008 年 10 月

2 日に締結され、農業・水利・水産資源省水産資源総局（Direction General of Fishery Resources ：
DGRH）をカウンターパート（C/P）機関として 2009 年 9 月から 3 年間の計画で実施されている。

今般、プロジェクト実施期間の中間地点にあたり、これまでのプロジェクトの実績を確認し、後

半期間における活動の方向性について検討を行うことを目的とし、中間レビュー調査団を派遣す

ることとなった。1

１－２　調査の目的

プロジェクト目標の達成に向けて、これまでの実績と実施プロセスを整理し、ブルキナファソ

側と進捗状況・課題にかかる認識を共有するとともに、プロジェクト計画の修正やプロジェクト

運営体制の改善についてブルキナファソ側と協議することを目的として、以下のとおり中間レ

ビュー調査を実施する。

⑴　プロジェクトの開始から中間時点までの実績と計画達成度をプロジェクト・デザイン・マ

トリックス（Project Design Matrix：PDM）、活動実施計画（Plan of Operation：PO）などに基

づき把握し、投入、活動、達成度を確認するとともに、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率

性、インパクト、持続性）の観点から総合的に評価する。なお、評価は日本（調査団）・ブ

ルキナファソ双方から選出された合同レビューチームにより実施する。

1
　 2011 年 4 月、待遇を不服とする軍兵士が発砲を繰り返したことによるブルキナファソ国内の治安悪化に伴い、外務省渡航情報

が引き上げとなったため、JICA 関係者は国外退避となり、本プロジェクトの専門家も 2011 年 4 月 28 日～ 7 月 19 日まで本邦で

の退避を行った。このため、当初 2011 年 7 月の実施を予定していた本レビュー調査についても延期された。
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⑵　プロジェクト期間後半の実施を成功させるための課題や問題点を明確にし、今後の方向性

について関係者間で協議し、必要に応じて PDM 及び PO の見直しを行う。

⑶　レビュー結果について合同レビューチームにより報告書を作成し、合同調整委員会（Joint 
Coordinating Committee：JCC）で発表する。JCC での協議事項はブルキナファソ側との合意

事項としてミニッツに取りまとめ、署名を行う。

１－３　調査日程と団員構成

⑴　調査期間：2011 年 8 月 30 日（火）～ 9 月 15 日（木）　（※詳細は付属資料 . １参照）

⑵　日本側団員構成

担当分野 氏　名 所　属

総括 / 団長 千頭　聡 JICA 国際協力専門員

養殖 / 普及 本間　謙 JICA セネガル事務所　広域企画調査員

評価分析 昌谷　泉 合資会社プラスタ　代表（コンサルタント）

協力企画 都竹　良美 JICA 農村開発部乾燥畑作地帯課　職員

⑶　ブルキナファソ側評価委員構成

氏　名 所　属

Mr. ZAMPALIGRE Idrissa
農業・水利省 調査計画局

Direction des Etudes et de la Planification （DEP）du Ministère de 
l’Agriculture et de l’Hydraulique

Mr. OUATTARA Lassina
農業・水利省 財務総務局

Direction de l’Administration et des Finances （DAF） du Ministère de 
l’Agriculture et de l’Hydraulique

Ms. SOUBEIGA Zelhata
農業・水利省 水産資源総局

Direction Générale des Ressources Halieutiques （DGRH）du Ministère de 
l’Agriculture et de l’Hydraulique

１－４　主要面談者一覧

＜ブルキナファソ　農業・水利省＞

Adama Compaore Secrétaire Général, Ministère de l’Agriculture et de l’Hydraulique
Kabore Kardiatou Directeur Générale, DGRH
Ouattara Do Christophe Coordinateur national, DGRH

＜ブルキナファソ　環境・持続的開発省＞

Mama Christine Liehoun Secrétaire Général, Environnement et du Cadre de vie
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＜「養殖による農村開発促進計画プロジェクト」専門家＞

村井　正 長期専門家「チーフアドバイザー / 粗放養殖」

大内　聖一 長期専門家「業務調整 / 養殖普及」

原　史郎 短期専門家「テラピア種苗生産 / 飼育」

＜ JICA ブルキナファソ事務所＞

森谷　裕司 所長

内野　香美 企画調査員

１－５　プロジェクトの概要

本プロジェクトは、ブルキナファソの自然・社会経済条件にあった適切な内水面養殖手法及び

その普及ガイドラインを、パイロットプロジェクトなどの実施を通じて取りまとめるとともに、

その過程を通じて関係者の能力強化を図り、ブルキナファソ農村部において養殖普及を促進する

ための体制を整備することをめざすものである。

⑴　プロジェクト目標

対象地域において養殖普及を促進するための体制が整備される。

⑵　成果

成果１　対象地域において適切な養殖手法が提示される。

成果２　対象地域における養殖普及ガイドラインが作成される。

⑶　協力期間

2009 年 9 月～ 2012 年 9 月（3 年間）

⑷　実施機関

農業・水利省 2 水産資源総局（DGRH）

⑸　対象地域

バゼガ県（Centre-Sud 州 Bazèga）、グルマ県（Est 州 Gourma）、サンギエ県（Centre-Ouest 州
Sanguié）、ウエ県（Hauts-Bassins 州 Houet）、ケネドゥグ県（Hauts-Bassins 州 Kénédougou）、
コモエ県（Cascades 州 Comoé）3

2
　2011 年 4 月の内閣再編に伴い、農業・水利・水産資源省から農業・水利省へ変更となった

3
　 事前調査ではブルキナファソ国内の 11 県が実証サイト候補地として DGRH 側から提案されたが、プロジェクト開始後に専

門家が実施した現況調査の結果を踏まえ、6 県に絞り込みを行った。なおブルキナファソ国内には大規模河川としてムフン川

（Mouhoun）、ナカンベ川（Nakanbe）、及びナジノン川（Nazinon）が存在するが、年間を通して水があるのは南西部に位置して

いるムフン川のみであるため、プロジェクトサイトの多くが南西部地域に集中している。なお、バゼガ養殖センターでは人造湖

（バラージュ）を水源とする重力灌漑で引水を行っている。
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⑹　プロジェクトが活動対象としている養殖手法

養殖手法 概　要

半
集
約
的
養
殖

囲い網養殖 養殖場の周囲に網を張り巡らし養殖を行う手法。

網生け簀養殖 湖や池の中に張った網の中で養殖を行う手法。

池中養殖 池の中で行われる養殖手法。

陸上タンク養殖
陸上（建屋の中の場合もある）に設置した FRP 等の素材でできたタン

クの中で行われる養殖手法。

氾濫原粗放養殖

河川の季節的な増水・浸水により冠水し乾期に水涸れする氾濫原におい

て、減水期に窪地などに集積した天然魚類を、自然生産力を利用してコ

ミュニティで共同飼育・採取する手法。4

⑺　実施体制

本プロジェクトの実施体制概念図は以下のとおり。

委員長：農業省事務次官

副委員長：水産資源総局長

書記官：ナショナルコーディネーター

ブルキナファソ側

-DDA

-DP

-DLRNT

-DEP

-DGCOOP

-MECV

-DRAHRH 関係者

- 生産者（2名）

日本側

-プロジェクト専門家

-JICAブルキナファソ事務所長

-JICA 関係者

ブルキナファソ側

-ナショナルコーディネーター

日本側

- 総括／養殖

-業務調整／養殖普及

支援スタッフ

-秘書

- 運転手２名

- 粗放養殖課

-集約養殖課

-モニタリング室

- 技術標準化

-漁業振興課

農民 /漁民

水産資源総局長
プロジェクトディレクター

プロジェクト

養殖開発局
プロジェクト技術アドバイザー

農業省州局
Cascades,Centre-Ouest,Centre-Sud,

Est,Hauts-Bassins

農業省県局
Bazèga,Comoé,Gourma,Houet

Kénédougou,Sanguié

普及員

ST,ZAT,UAT

合同調整委員会

出所：プロジェクト作成。
図－１　プロジェクトの実施体制概念図

4
　 氾濫減水期に低地に集まる魚を共同収穫する活動はアフリカの氾濫原が存在する地域において伝統的に行われているが、本プロ

ジェクトにおいては、ブルキナファソにおける地理的特性や農村社会制度（天然湖沼管理方法、伝統的な収穫祭の存在）などを

考慮し選定されたポテンシャルサイトにおいて、河川氾濫の自然サイクルを利用した伝統的な資源利用を粗放的な養殖活動に改

良するために必要な技術指導（池堀、魚道整備、施肥、収穫期判断など）及びコミュニティにおける社会的組織・制度を強化す

るための働きかけを行い、活動のモニタリングを行っている。
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第２章　中間レビューの方法

２－１　調査の手順

文献調査に加え、ブルキナファソ側カウンターパート、日本側専門家、プロジェクト関係者に

対して質問票調査及びインタビュー調査を実施して必要データ・情報を収集した。また、プロジェ

クトサイトを訪問、視察した。さらにブルキナファソ側レビュー調査委員と協議を重ねたうえで、

調査の結果を分析し、中間レビュー調査報告書としてまとめた。

２－２　調査項目

調査を実施した項目は、①実績、②実施プロセス、③評価 5 項目に基づくレビューに分類され

る。調査項目の詳細は付属資料 3. の評価グリッドのとおりである。

⑴　実績

中間レビュー時点におけるプロジェクトの実績は、PDM に記載された投入と活動実施の

状況、及び成果、プロジェクト目標、上位目標の達成指標によって計測した。

⑵　実施プロセス

プロジェクトの実施プロセスは、プロジェクトが適切に管理されているかを検証し、プロ

ジェクト実施の促進要因と阻害要因を抽出するため、技術移転の状況、関係者間のコミュニ

ケーション、モニタリング状況など、さまざまな観点から分析した。

⑶　評価５項目によるレビュー

開発プロジェクトを評価する際に国際的に使用される評価 5 項目 5 の観点から、収集した

データを分析し、総合的に判断した。評価 5 項目の内容は以下のとおりである。

1）　妥当性（relevance）
プロジェクトの目標は、受益者のニーズと合致しているか、問題や課題の解決策とし

てプロジェクトのアプローチは適切か、相手国の政策や日本の援助政策との整合性はあ

るか等の正当性や必要性を確認する。

2）　有効性（effectiveness）
プロジェクトの実施によって、プロジェクトの目標が達成され、受益者や対象社会に

便益がもたらされているか等を確認する。

3）　効率性（efficiency）
プロジェクトの投入と成果の関係に着目し、投入した資源が効果的に活用されている

か等を確認する。

4）　インパクト（impact）
プロジェクトの実施によってもたらされる、長期的な効果、波及効果、上位目標の達

成度合い等を確認する。

5）　持続性（sustainability）
プロジェクトで発現した効果が、協力終了後においても持続し発展しているかを確認

する。

5
　OECD-DAC のガイドラインによる。



－ 6 －

第３章　プロジェクトの実績

３－１ 投入実績

３－１－１ 日本側投入

⑴　専門家の派遣

2 名の長期専門家、4 名の短期専門家が派遣された。各専門家の派遣分野は以下のとお

りである。なお、短期専門家「種苗生産・魚飼育」はフィリピン人の第三国専門家であった。

専門家氏名 指導科目 派遣期間

村井　正
チーフアドバイザー /
粗放養殖

2009年 10月 18日 ～ 2011年 10月 17日

大内　聖一 業務調整 / 養殖普及 2009年 9月 27日 ～ 2012年 9月 26日

Danilo De Guzman 
Reyes

種苗生産・魚飼育 2010年 4月 16日 ～ 2010年 7月 31日 

丹羽　幸泰 養殖飼料開発 2010年 9月 6日 ～ 2010年 10月 18日

間野　伸宏 魚病 2010年 10月 18日 ～ 2010年 11月 3日

原　史郎 テラピア種苗生産 / 飼育
2011年 2月 8日 ～ 2011年 4月 11日 、
2011年 8月 25日 ～ 2011年 10月 27日

⑵　本邦研修及び第三国研修

中間レビューまでに、3 名が本プロジェクトのカウンターパート研修に参加した。1
名は本邦において、2 名はフィリピンの AQD （Aquaculture Department of Southeast Asian 
Fisheries Development Center , SEAFDEQ）において研修に参加した。概要は以下のとおり。

研修分野 研修実施機関 期　間 人　数

淡水魚養殖技術 SEAFDEC（AQD） 2010 年 5 月 19 日～ 2010 年 6 月 4 日 2

農村部におけるジェンダー JICA 筑波国際センター 2010 年 5 月 23 日～ 2010 年 8 月 7 日 1

⑶　機材供与

中間レビュー時点までに、車両及び PC、プリンター、複写機、デジタルカメラ、VHS
やプロジェクターを含むオフィス機材等の機材がプロジェクト活動のために調達された。

また、普及員（Zone d’Appui Technique：ZAT/Unitéd’Appui Technique：UAT）の普及活動の

ためのバイクは農業省傘下の各農業事務所で活用されている。pH メーター、 測定器等の

実験器具はバゼガ養殖センターで管理されている。これらの供与機材の総額は 7,900 万

3,969FCFA である。詳細は、付属資料 4. 合同評価報告書 Annex 4 を参照のこと。
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⑷　日本側現地活動費

2011 年 3 月時点においての日本側現地活動費の負担実績は 1 億 5,433 万 581FCFA であっ

た。詳細は付属資料 4. 合同評価報告書 Annex 5 を参照のこと。

３－１－２ ブルキナファソ側投入

⑴　カウンターパートの配置

中間レビュー時点において、7 名の DGRH 技術者が本プロジェクトの中央レベルでの

カウンターパート（C/P）として配置されている。また、プロジェクト対象 5 州 6 県の養

殖担当者及び普及員（ZAT/UAT）が対象地域での C/P である。付属資料 4. 合同評価報告

書 Annex 6 を参照のこと。

⑵　ブルキナファソ側ローカルコスト負担

2011 年 3 月時点において、ブルキナファソ側から負担されたローカルコストは 516 万

37FCFA であった。今年度予算はまだ支出がなされていないが、予算負担のための交渉が

継続されている。

⑶　施設などの利用

首都ワガドゥグの DGRH 及びバゼガ養殖センターの中に専門家のオフィススペースが

あり、専門家の活動拠点として活用されている。また、養殖センターの実験池はプロジェ

クトの半集約養殖活動に使われている。

３－２　活動

PDM に記載されたプロジェクト活動の進捗状況は、付属資料 5. の活動実績一覧に示したとお

りである。外部的な要因により遅延している活動１－６と２－１を除くと、活動は計画に比べて

大きな遅れなく実施されている。

３－３　成果

PDM に記載された成果の達成状況は以下に記したとおりである。

成果１：対象地域において適切な養殖手法が提示される。

指標

1.1　各粗放養殖のパイロットプロジェクトが 24 サイトで実施・モニタリングされる。

1.2　6 サイトで半集約養殖の技術がモニタリング及び改善される。

1.3　適切かつ具体的な養殖手法が提案される。

＜指標 1.1 ＞

これまでの 2 年間、25 のサイトで氾濫原粗放養殖のパイロットプロジェクトが実施されている。

うち 12 カ所は 2010 年に、残りの 13 カ所は 2011 年に開始された。これらパイロットサイトの状

況は普及員によってモニターされ、定期的にプロジェクトに報告されている。また、日本人専門

家はカウンターパートとともに、随時サイトを訪問している。2010 年に開始された 12 サイトの
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実施結果は表－１に示したとおりである。

パイロットプロジェクトの顕著な特徴の 1 つは、受益住民の参加率の高さである。あまり成功

していないケースでは、参加した住民の数に比べて収穫量が不十分であり、受益者間の対立を招

く恐れもある。住民にインタビュー調査を実施したところ、粗放養殖に必要な池掘り作業を実施

する際、スコップなどの基本的な用具のみでは困難であったとの指摘があった。プロジェクトに

対しては、池掘りに際し、効率性の高い作業機器の提供や労働者への食事の支給など、作業環境

の改善を求める要望があった。

＜指標 1.2 ＞

これまでのところ、半集約的養殖手法の実証試験は、バゼガ養殖ステーションと DGRH 本部

の 2 カ所で実施されている。バゼガ養殖ステーションでは、種苗生産、池養殖、浮きイケス養殖、

囲い網養殖の実証試験が、DGRH では、アフリカナマズの裏庭養殖の実証試験が実施されている。

2011 年 10 月にはこれらの試験結果が判明し、給餌、ティラピアの性転換、放流密度などの適正

な手法を得ることが期待されている。実証試験の結果を取りまとめ、技術的・経済的に可能な手

法を確立できれば、4 サイト以上の民間サイトで研修が開催される予定である。なお、当初の予

定では試験結果は 2010 年 12 月に判明する予定であり、約 10 カ月の遅延が生じている。その理

由は、実証試験担当の第三国専門家が 2010 年 7 月に病死したこと、また後任の日本人専門家が

着任後 2 カ月でブルキナファソの治安情勢悪化により日本へ一時退避せざるを得なかったことに

よる。

＜指標 1.3 ＞

氾濫原粗放養殖については、25 カ所のパイロットプロジェクトの結果を分析し、地域ごとに

適切な養殖手法をプロジェクト終了時までに提案することが可能であると見込まれる。半集約的

養殖については、上述したように活動の遅れがあることから、プロジェクト期間中に適正手法を

確立するためには追加的な活動手段が必要になる。

以上の指標にみられるように、成果１は、氾濫原粗放養殖については計画どおり進捗している

が、半集約的養殖については遅延している。
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成果２：対象地域における養殖普及ガイドラインが作成される。

指標

2.1　 養殖実践マニュアルなどの普及ツールが農業・水利・水産資源省において承認され

る。

2.2　養殖普及ガイドラインが対象地域 5 州 6 県分作成される。

2.3　水産担当技官や普及員 62 名が研修を受ける。

＜指標 2.1 ＞ 
これまでに、次の普及ツールがプロジェクトにより作成されている。

・　ブルキナファソ天然湖沼リスト第 1 版

・　ブルキナファソ氾濫原共同養殖研修ガイド第 1 版

・　氾濫原粗放養殖ビデオ（ギニア・ブルキナファソ編）

・　農民用ブルキナファソ氾濫原粗放養殖マニュアル 2010 年版

・　バゼガ養殖ステーションにおける半集約的養殖研修及び実験ノート

・　氾濫原粗放養殖ビデオ（ブルキナファソ 2010 年サイト編）

・　農民用ブルキナファソ氾濫原粗放養殖マニュアル 2011 年版

今後、さらに数点の普及ツール作成が計画されており、農業・水利省の正式承認に向け協議が

行われる。ただし、半集約的養殖に関しては、プロジェクト終了までに適正手法の確立がされな

ければマニュアルも完成困難である。

＜指標 2.2 ＞

氾濫原粗放養殖の普及ガイドラインは、パイロットプロジェクトの分析結果に基づき対象地域

5 州 6 県分が作成される予定である。

＜指標 2.3 ＞

これまでに、52 名が氾濫原粗放養殖の研修を受講し、19 名が半集約的養殖の研修を受講した。

その内訳は表－２のとおりである。

表―２　研修受講者数

氾濫原粗放養殖 半集約的養殖

DGRH スタッフ 5 6

州水産技官 9 8

県水産技官 6 5

普及員 32 0

合計 52 19
出所：プロジェクト提供資料

以上のように、成果２の達成指標は、プロジェクトの順調な進展を示している。ただし、半集

約的養殖の研修実施は遅れている。
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３－４　プロジェクト目標

PDM に記載されたプロジェクト目標の達成状況、達成見込みは以下に記したとおりである。

プロジェクト目標：対象地域において養殖普及を推進するための体制が整備される。

指標

1． 養殖手法及びその普及ガイドラインに基づく具体的な普及計画が、農業・水利・水産

資源省において承認される。

2．同普及計画の実施に必要な人員が育成される。

＜指標 1 ＞

氾濫原粗放養殖については、パイロットプロジェクトの実施に並行して適正養殖手法の検討、

分析が進められている。成果２で示したとおり、養殖手法の普及ガイドライン及び普及計画はこ

れら分析結果に基づいて策定される予定である。半集約的養殖については、適正手法の確立がで

きるかどうかが現時点で不確実である。

＜指標 2 ＞

成果２で述べたとおり、これまでに多数のブルキナファソ人スタッフが氾濫原粗放養殖及び半

集約的養殖の研修を受講している。しかしながら、DGRH が近い将来に農業・水利省から環境・

持続的開発省へと移管されることが決定されており、移管後はこれまでにプロジェクトで研修を

受けた農業・水利省の州・県水産技官及び普及員がプロジェクト活動を継続できない可能性もあ

る。その場合には、普及計画の実施に必要な人員は大きく不足することになる。

以上の指標の状況から判断すると、水産資源総局の移管がプロジェクトに悪影響を及ぼさなけ

れば、氾濫原粗放養殖に関しては、期間終了時にプロジェクト目標が達成される見込みは大きい

と思われる。半集約的養殖に関しては、何らかの追加的な投入がなければプロジェクト終了時で

の目標達成はやや困難であろう。

３－５　上位目標

PDM に記載されたプロジェクト目標の達成見込みは以下に記したとおりである。

上位目標：対象地域において、養殖が農・漁民によって持続的に実践・普及される。

指標

1．2017 年までに対象地域において、30 サイトで養殖が実践される。

＜指標 1 ＞

プロジェクト終了後 3 ～ 5 年で達成されるべき上位目標の達成見込みを現時点で推測すること

は尚早と思われるが、パイロットサイトの現況を勘案すると、指標を見る限りではその達成はさ

ほど困難ではないと思われる。
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３－６　実施プロセス

中間レビュー調査団は、これまでのプロジェクトの実施プロセスは全体的には適切であると判

断した。

以下に主要な調査結果を示す。

⑴　日本人専門家とブルキナファソ側カウンターパートの関係及びコミュニケーションは、当

初やや問題があったものの、現在は毎週定期的にミーティングを開くなどして、改善され

ている。

⑵　プロジェクトによる進捗報告書は、DGRH 局長及び JICA ブルキナファソ事務所に、規定

どおりに提出されている。

⑶　合同調整委員会（JCC）はこれまでに、2010 年 1 月と 2011 年 2 月の 2 回開催された。た

だしブルキナファソ政府の規定では年 2 回の開催が義務づけられていることが判明したた

め、2011 年 2 月開催分を 2010 年開催と数え、2011 年は 9 月（今回の中間レビュー調査期

間中に開催済み）と 12 月の 2 回開催する計画となっている。

⑷　プロジェクトの実施により対象地域において養殖が推進される期待は高まった。

⑸　本プロジェクトはブルキナファソ政府の定める A 分類プロジェクトに属し、その実施に

あたってはブルキナファソ側の各種規定に従うことになっている。その内容は JCIA の技

術協力規定と齟齬が生じることがあり、プロジェクトの円滑な実施に一部影響を与えてい

る。両規定の違いとしては、プロジェクト予算管理責任及び車両等資機材の調達・管理責

任の所在、カウンターパートの手当（加算給）などがある。
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第４章　評価５項目によるレビュー結果

評価 5 項目の視点からの分析結果は、以下に示したとおりである。

４－１　妥当性

以下の理由により、プロジェクトの妥当性は高い。

⑴　ブルキナファソ政府の政策との整合性

2004 年に発表された「2015 年に向けた農村開発戦略文書」（SDR2015）において水産物の

増産と養殖の推進が明記されている。また、2011 年に策定された「漁業・養殖国家政策」

では水産物の国内生産を増加し輸入代替することが志向され、本プロジェクトはその政策の

行動計画の一環として位置づけられる。プロジェクトで実施されている 2 つの養殖手法、す

なわち氾濫原粗放養殖と半集約的養殖に関しては、現在の政策は、増産への寄与度の観点か

ら、半集約的養殖をより重視していることは確かである。しかしながら、氾濫原粗放養殖は

手法が単純であり、貧困な村落においても比較的適用がしやすいことから、国家開発の重要

課題であり SDR2015 にも記載されている農村開発促進への貢献が大きいと思われる。この

ように、本プロジェクトはブルキナファソ政府の政策と整合する。

⑵　受益者ニーズとの整合性

プロジェクトの受益者（ターゲット・グループ）は、水産資源総局スタッフ、対象地域農

業・水利省の州県水産技官及び普及員、対象地域の農漁民グループである。プロジェクトに

よって彼らの能力強化に寄与する新しい知識、技法が導入されており、ニーズと整合してい

る。特に氾濫原粗放養殖は単純かつ効率的な養殖手法であり、その主要な受益者である農民

のニーズに応え、農村開発に貢献する。

⑶　日本の ODA 政策との整合性

日本の対ブルキナファソ ODA の重点分野は基礎生活分野と環境分野である。農業・農村

開発は、基礎教育、水・衛生、保健とともに基礎生活分野に含まれており、プロジェクトは

これと整合する。

⑷　日本の技術協力の優位性

日本はギニアにおいて氾濫原粗放養殖のプロジェクトを実施した経験がある。同養殖手法

の技術協力は日本にとって比較的新しいものであるが、ブルキナファソをはじめとした氾濫

原が存在するアフリカ諸国において適用可能性が高いと考えられており、ギニアでの成功例

は大きな優位点である。また、半集約的養殖をはじめ養殖手法全般については日本は長年の

経験があり、また他国への技術協力も多数実施した経験があることから、技術的優位性は高

い。

４－２　有効性 

有効性は、一定の水準にはあるものの、現段階では全体的に十分に高いとはいえない。

３－４で述べたように、プロジェクト目標は、氾濫原粗放養殖については終了時までに達成さ
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れると見込まれるが、半集約的養殖の部分については活動に約 10 カ月の遅れがあり、目標達成

はやや困難であると思われる。

プロジェクトの有効性発現に寄与した主な要因としては、農業・水利省の州・県水産技官及び

普及員が、パイロットサイトの受益者の活動を支援、促進するにあたって重要な役割を果たした

ことが挙げられる。

一方、これまでにプロジェクトの有効性を阻害した要因としては、３－３に述べたとおり、

2010 年 7 月に第三国専門家が死去したこと、2011 年の 4 月から 7 月にかけてブルキナファソの

治安情勢が悪化し、日本人専門家が一時退避帰国したことが挙げられる。また、今後考えられる

阻害要因として、DGRH の農業・水利省から環境・持続的開発省への移管がある。中間レビュー

調査団は、今回の調査期間中の関係者へのインタビューを通じ、プロジェクトが移管によって組

織的にも財務的にも大きな負の影響を受けることはないという印象を得たものの、移管後のプロ

ジェクト実施体制の詳細はいまだ決定されてはいないのが実情である。

４－３　効率性

プロジェクト全体の効率性は、投入と成果の実績から判断して、比較的良好である。

⑴　投入の適正度

これまで日本側から 6 名の専門家が派遣されている。うち 2 名は長期派遣専門家、残り 4
名は短期派遣専門家である。派遣専門家の人数は R/D に記載された計画に沿っているが、派

遣の時期については、先述した外部的な要因により、適正さに欠けるところがあった。

ブルキナファソ側カウンターパートの能力と配置状況は、おおむね適正である。しかしな

がら、現在バゼガ養殖ステーション長のポストが空席になっている。同ステーションはプロ

ジェクトで数々の実証試験を実施している施設であり、効果的な技術移転のためには DGRH
の専任職員が速やかにステーション長に就任することが望まれる。

2010 年には 2 名のカウンターパートが、フィリピンにおける淡水魚養殖の研修に参加した。

同じく 2010 年に、1 名のカウンターパートが本邦において農村女性能力向上の研修に参加

した。参加者は研修によって能力を高め、帰国後は研修成果を実務に生かすとともに、会合

やワークショップを通じて他のスタッフにも研修で得た知識、技能をシェアしている。

日本側はプロジェクト供与機材として３－１で述べた各種資機材を提供しているが、すべ

ての機材が適切に維持管理され、十分に活用されている。

ブルキナファソ側によるプロジェクト費用の支出計画額は R/D に定められているが、2009
年と 2010 年の実際の支出額はそれを下回った。

⑵　成果の達成度

３－３の成果達成指標でみられるとおり、現段階で氾濫原粗放養殖の成果はほぼ計画どお

り達成されているが、半集約的養殖の成果については、外部的な要因により、その進展は計

画から大幅に遅れている。なお、氾濫原粗放養殖についても、一部のパイロットサイトでは

参加者の数や投入された作業量に比較して収穫量が不十分であり、今後の住民の活動参加を

脅かすリスク要因となっている。

４－４　インパクト

３－６で述べたように、上位目標の達成見込みを現段階で判断するのは困難であるが、パイロッ
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トサイトの状況をみると、達成指標である「2017 年までに対象地域の 30 サイトで養殖実施」は

必ずしも難しいことではないと思われる。

これまでに現れたインパクトとしては、2010 年開始の氾濫原粗放養殖パイロットサイトにお

いて、①村落住民が養殖の可能性を見出した、②活動参加を通じて村落組織が強化された、③女

性が養殖活動に参加した、④村落住民と州・県職員及び普及員との連携が強化された、などの正

のインパクトが観察されている。さらに、成功したサイトの周辺村落も、氾濫原粗放養殖に興味

を示している。

その一方、一部のパイロットサイトでは、関係者間のコミュニケーション不足及び理解不足か

ら、利益の分配をめぐり対立が生じるという負のインパクトも観察されている。

また、氾濫原粗放養殖がもたらすもう 1 つの負のインパクトとして、河川での水産資源減少の

原因となる可能性がある。その影響は限定的であると推定されるが、これまでにこの問題に関す

る調査研究は実施されていない。

４－５　持続性

持続性については、組織面、財務面で不安要因がある。

⑴　政策面

４－１で述べたように農村開発と水産物の増産は SDR2015 と整合しており、今後も政策

の大きな変更はないと思われることから、プロジェクトの政策面での自立発展性は広い意味

で確保されていると判断できる。

⑵　組織面

DGRH はプロジェクト期間中に農業・水利省から環境・持続的開発省へ移管することが予

定されており、そのことがプロジェクトの自立発展性を脅かす最も不確実な要因となってい

る。もし移管によって、DGRH が組織としてプロジェクトを推進する機能を弱めた場合には、

プロジェクトの効果や活動は継続されず、2012 年 9 月のプロジェクト終了後の発展性は確

保されないことになろう。

⑶　技術面

インタビュー調査の結果によると、多くのカウンターパートがプロジェクトを通じて能力

を高め、プロジェクト終了後も技術面に関する限りは日本側の支援なしに活動を継続、拡大

できると自覚している。特に氾濫原粗放養殖についてはその傾向が強い。ただし、氾濫原粗

放養殖の手法自体は単純であるものの、現実の農村開発への適用においては社会的要因が非

常に重要であり、包括的なアプローチが必要となる。

⑷　財務面

先に述べたとおり、過去２年間、DGRH が計画されたプロジェクト費用を十分に支出して

いない事実を考慮すると、プロジェクトで確立された養殖手法を DGRH が独自で普及して

いくための財政的基盤を持ち得るかどうかは疑問である。さらに、環境・持続的開発省への

移管は、財政面においてもプロジェクト終了後の持続性確保の不安要因となる。
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第５章　結　　論

中間レビュー調査団は次のような結論に達した。

氾濫原粗放養殖に関しては、プロジェクトは目標達成に向け順調な進捗をみせており、DGRH
の環境・持続的開発省への移管が悪影響を及ぼさない限り、プロジェクト目標は達成されるもの

と見込まれる。一方、半集約的養殖に関しては、活動の遅延から現段階のプロジェクト目標達成

度は高くない。プロジェクト終了までに、追加的な投入なしに目標を達成することはやや困難で

あると見込まれる。

評価５項目の観点からは、プロジェクトの「妥当性」は高く、「効率性」は良好であるが、「有

効性」については、活動が遅れ、成果が計画どおり出ていないことから、必ずしも高くない。「イ

ンパクト」についてはパイロットプロジェクトの実施により正負両面の影響が観察されている。

プロジェクトには「持続性」を脅かす不安要因がある。
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第６章　提　　言

中間レビュー調査団は次のように提言を行った。

⑴　ブルキナファソ政府への提言

1）　予算の適正化

これまでにブルキナファソ政府側から計画どおりにプロジェクト費用が支出されてい

ないため、プロジェクトの残り期間において、プロジェクトが円滑に実施できるように

十分な予算を確保するよう努力するべきである。また、今後予定されているDGRHの農業・

水利省から環境・持続的開発省への所轄変更は、予算支出に影響を与えるべきではない。

2）　カウンターパートの継続的な配置

DGRH は、今後、農業・水利省から環境・持続的開発省へ移管される予定であるが、

同総局に属するカウンターパートは引き続きプロジェクトに従事することが決定されて

おり、中央政府レベルでプロジェクト活動に影響が出ることはないと見込まれる。しか

しながら、農業・水利省に属する現場レベルのカウンターパートすなわち州・県水産技

官及び普及員（ZAT/UAT）については、環境・持続的開発省へ異動することは決まってい

ない。ブルキナファソ政府は、これら現場カウンターパートがプロジェクト活動を継続

できるように調整すべきである。

3）　バゼガ養殖センターでの専任カウンターパート配置

バゼガ養殖センターにおける各種実証試験の実施を通じ、日本人専門家からブルキナ

ファソ側カウンターパートである DGRH スタッフへの技術移転が行われている。これま

でのところ、定期的な人事異動があるために、このような技術移転は短期間の交替で複

数のスタッフを対象に行われているが、より効果的な技術移転のためには、専任のカウ

ンターパートを配置することが望ましい。

⑵　プロジェクトへの提言

1）　氾濫原粗放養殖の社会影響

氾濫原粗放養殖は、資源利用者間の利害調整、住民参加の程度、組織調整と開発、ジェ

ンダー、農村コミュニティ開発等、多くの社会的要因がかかわっていることから、プロジェ

クトで社会影響調査を実施することが計画されている。調査結果を分析して氾濫原粗放

養殖の実施手法を改善するためのベースとし、今後取りまとめられる養殖普及ガイドラ

インに反映させるべきである。

2）　養殖池への施肥

パイロットサイトの養殖池において生産性を向上するため、生産性を高めるため、施

肥活動を継続していくことが望ましい。

3）　交流活動の実施

パイロットサイトにおける経験、成果をシェアするため、優良事例を視察研修するツ

アーを組織して、サイト住民・関係者間の交流会を実施することが勧められる。
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⑶　日本・ブルキナファソ国側双方のプロジェクトへの提言

1）　バゼガ養殖ステーション及び他のサイトにおける半集約的養殖実証試験の促進

ブルキナファソには高い養殖ポテンシャルをもつ多くの水域があり、水産物への国内

需要が高く、養殖餌料・稚魚生産施設が存在し、灌漑設備も発達している。これらのポ

テンシャルを活用するために半集約的養殖を推進することをレビュー調査団は提言する。

現在、バゼガ養殖ステーションでは種苗生産、適正給餌、多様な養殖システムについ

ての実証試験が行われているが、農家レベル（オンファーム）での実証はこれまで実施

されていない。このため、活動１－６（水産資源総局が現在実施している半集約養殖の

問題分析と現地に適応した手法への改良）に関連して、農家での実証試験を計画し実施

すべきである。その際、ブルキナファソ・日本国側双方に適切な専任の担当者を配置す

ることが強く求められる。

2）　ブルキナファソ側によるモニタリング・評価活動の強化

ブルキナファソ側によるプロジェクトのモニタリングが十分に行われていない。効果

的なプロジェクトの実施と技術移転を促進するためには、DGRH 評価課がプロジェクト

のモニタリング・評価活動を十分に実施できるよう、ブルキナファソ側カウンターパー

トへの手当支給の遅延に配慮した、何らかの手段を講じることが勧められる。
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第７章　調査団対処方針についての検討結果

⑴　プロジェクトの進捗状況

特に半集約的養殖に関して、約 10 カ月のプロジェクト進捗の遅れが確認された。これは、

半集約的養殖を担当していた第三国専門家の逝去、並びにブルキナファソ国内の情勢不安に

よる専門家の一時退避（2011 年 4 月～ 7 月）が主な要因とされている。プロジェクト期間

は 2012 年 9 月までであり残り約 1 年間であることから、現地での養殖適期（3 月～ 10 月）

及び氾濫原粗放養殖における年 1 度の収穫期（12 月～ 4 月頃）における具体的な活動を精

査する必要があるため、専門家チームにおける今後の業務計画の明確化と必要な追加投入の

有無について検討を依頼した。

なお、本プロジェクトの終了時評価は 2012 年 3 月～ 5 月ころが予定されている。この時

点でのプロジェクト活動の進捗をかんがみ、JCC にて参加者から提案のあったプロジェクト

期間の延長についての検討を行う必要がある。

⑵　ブルキナファソ政策とプロジェクト方向性の一致

JICA とカウンターパート機関のプロジェクトに対する考えの違いに関しては、案件形成

段階からの認識の相違と、ブルキナファソでのカテゴリー問題などが存在する。

⑶　PDM の改定

PDM の改定に関しては、専門家チームがあらかじめ PDM 改定案（成果の一部変更）につ

いてカウンターパートと協議した結果、必要の有無が認められなかったという報告があった。

また、その他、指標や活動の変更に関しても調査団内で検討した結果、修正の必要性は低い

と判断されたため、PDM の修正は行わなかった。なお、PO に関しては、毎年度の活動に関

して PO を詳細にしたものを専門家・カウンターパートで作成し、適宜修正を加えながらプ

ロジェクトの進捗管理に活用しているとのことであった。

⑷　プロジェクトの実施体制

プロジェクトのカウンターパートである DGRH の管轄省庁が農業・水利省から環境・持

続的開発省に変更となることとなっている。この点に関して、調査団での各省表敬において

は、予算措置、体制ともに前向きな回答がなされているが、合同評価レポートに記載してい

るとおり、特に予算面での措置と現場レベルでのプロジェクト活動に関しての影響が懸念さ

れるため、引き続き動向を見据えつつ、適宜各省庁への働きかけを行っていく必要がある。
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第８章　団長所感

８－１　はじめに

ブルキナファソ国 ｢ 養殖による農村開発促進計画 ｣ は、2008 年 10 月の協議議事録（R/D）署

名を経て、2009 年 9 月から 3 カ年計画で開始されている。今般、実施期間の中間を少し過ぎた

時点で、これまでのプロジェクト実績を確認したうえで、残り期間における活動の方向性を関係

者とともに検討することを目的に、2011 年 9 月 4 日から 9 月 13 日までの期間、中間レビュー調

査団が派遣された。なお、中間時点を少し過ぎての同調査の実施については、ブルキナファソの

治安情勢悪化に伴う日本人専門家の本邦退避が同年 4 月 28 日から 7 月 19 日に行われた結果であ

る。

本稿は、中間レビュー調査合同評価団の取りまとめた中間レビューレポートが詳しく触れてい

ない事柄を特記事項として記述するものである。その内容は、プロジェクトが開始してから今日

まで一貫して存在する制約要因、農村開発に資する養殖振興の今後の方向性の考察の 2 点に集約

している。

８－２　プロジェクトの制約要因

本プロジェクトにおけるカウンターパート機関は、農業・水利省の DGRH である。一方日本

側の体制は、常駐の長期専門家 2 名と養殖技術に対応し随時派遣される短期専門家のチームであ

る。さて、プロジェクト活動を推進するうえでこれまで制約となってきた要因には大きく 2 つあ

ると思われる。以下その詳細を述べるが、残りのプロジェクト期間でできる限りの改善が望まれ

ている。

⑴　｢ 氾濫原粗放養殖 ｣ と ｢ 半集約的養殖 ｣ に対する重点の置き方の違い

JICA 技術協力プロジェクトは、日本側と協力相手国で R/D を結び、プロジェクトの内容

とフレームワークを双方が合意して実施に移される。本案件の場合、R/D で合意され実際に

実施に移されたプロジェクトの活動内容と、ブルキナファソ側（DGRH）が日本の協力に期

待していたこととの間に乖離が存在しており、今般の中間レビューでもその点をブルキナ

ファソ側が言及してきた。すなわち、開始当初より派遣されている日本人長期専門家による

と、8 割程度の比重で氾濫原粗放養殖に取り組むことを JICA が専門家チームに要請しており、

赴任直後から DGRH の半集約的養殖に対する強い要望との板ばさみにあっている。専門家

チームはそのギャップを埋めるべく半集約的養殖についても取り組みを強化してきていると

のことである。また不可抗力ではあるが、半集約的養殖にかかる第三国専門家の不幸と日本

人専門家の国外退去に伴う活動の遅れにより成果が十分発現していないことも、先方の再三

再四の要望になっていると思われる。このような背景に加え、今般の中間レビューにおいて

も、半集約的養殖に対する追加的な努力なしにはプロジェクト目標の達成は困難であるとし

ており、今後の 1 年間でできる限りの努力をプロジェクトに期待することになった。

翻って、日本側の教訓として本稿で指摘したいのは、ブルキナファソ政府、なかんずく

DGRH の魚類生産増大という優先政策課題に対して、日本側が正面から受け止めていなかっ

たのではないかという点である。つまり、繰り返しになるが、JICA は農村開発的観点から

氾濫原における粗放的養殖をプロジェクトの要諦としたが、DGRH は「半集約的養殖」によ
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る魚類生産増加とそれに伴う輸入代替に対する協力を一貫して要望しているのである。この

ギャップが DGRH の不満を今まで引きずる原因となっていると考えられる。専門家チーム

のこれまでの努力を多としながらも、残り期間における半集約的養殖への一層の取り組み強

化を通じて先方の日本への期待に応えることが肝要と思われる。

⑵　ブルキナファソでの日本の技術協力プロジェクトの位置づけ

ブルキナファソ政府は開発プロジェクトを A、B、C の 3 種類にカテゴリー化しており、

JICA の技術協力プロジェクトはカテゴリー A として位置づけられている。カテゴリー A の

プロジェクトでは、予算や機材の管理に関してブルキナファソ側がその任に当たることに

なっているが、それは JICA 規定ではできないことになっている。このことに対する不満が

ことあるごとにカウンターパートチーフであるナショナルコーディネータから専門家チーム

に寄せられているとのことであったが、合同評価会の席上でもブルキナファソ側から改善の

要望が寄せられた。JICA 事務所はこれまでに、技術プロジェクトに関する説明会を開きブ

ルキナファソ側の理解促進に努めてきているということであるが、本プロジェクトのカウン

ターパートは、理解はするものの納得するまでに至っていない状況がみられた。

なぜ今までの JICA 側の説明が受け入れられていないかというと、ブルキナファソ政府の

本プロジェクトに対するカウンターパート予算の割り当てが不十分であり（2010 年度では

2,500 フランの申請額に対して 500 万フランの執行額）、したがってカウンターパートへのイ

ンセンティブが小額となっており、カウンターパートの意欲をなくす面があるにもかかわら

ず、専門家チームが管理する JICA 予算での柔軟な対応がなされていないことに起因するも

のと考えられる。実は、ほかの JICA 支援プロジェクトでは本プロジェクトよりブルキナファ

ソ予算の認定額が多いとのことで、他プロジェクトに比べた場合の本プロジェクトのカウン

ターパートの不公平感も一因となっているらしい。このことが、日々のプロジェクト活動へ

のカウンターパートの関心度や参加度を低下させているのみならず、プロジェクトに対する

オーナーシップ醸成にも微妙に影響していると考えられる。以上のことは専門家チームで解

決できる問題の範囲を超えており、是非とも JICA 事務所の積極的な支援が求められている

と思量するところである。

８－３　ブルキナファソにおける今後の養殖協力の方向性

プロジェクト実施中に今後の方向性を考察するのは時期尚早の感はあるが、ブルキナファソ側

の強い期待が「半集約的養殖」に集中している現状にかんがみ、あえて現時点で考えられる養殖

協力の方向性について、プロジェクトが取り組んできている ｢ 氾濫原粗放養殖 ｣ と ｢ 半集約的養

殖 ｣ の 2 つに分けて以下記述することにする。

⑴　氾濫原粗放養殖

プロジェクト当初よりいわれていたことであるが、ギニアなどに比してブルキナファソに

おける氾濫原粗放養殖のポテンシャルが相対的に低いと考えられている。それは、氾濫する

大河が白ボルタ川にほぼ限定されていること、漁獲可能な魚類資源がもともと少ないことの

2 点からいえることであろう。しかしながら、氾濫原粗放養殖のコミュニティ開発に対する
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有効性はギニアで実証されていると考えられることから、本プロジェクトでは第一人者とも

いえる村井専門家を中心に本プロジェクトにおいてその技術移転に尽力されてきている。そ

して、今回の中間レビューにおいても、途中経過ではあるが、一定の成果を収めていること

が確認された。ブルキナファソ側の今までの活動に対する評価も高く、評価団の提言にある

ように、プロジェクトの残り期間において社会面でのインパクト調査を実施し、その結果を

ガイドラインに反映させることが望まれている。

他方、氾濫原粗放養殖に関しては河川流域の魚類資源に及ぼす影響を懸念する声もあるこ

とから、本プロジェクトにおいてそのような資源に与える影響が実際にあるのか、あるとし

たらどの程度なのかについて調査することを提言したい。それは、ブルキナファソ側の一部

にある資源への負の影響という懸念を払拭するだけではなく、今後 JICA が氾濫原粗放養殖

を他国や他地域で展開するために必要な情報となることが期待されているからである。そし

て、先に取りまとめられたアフリカ養殖協力指針のなかで氾濫原粗放養殖が真に有効なアプ

ローチであることを本プロジェクトで実証できることが望まれる。

⑵　半集約的養殖

ブルキナファソでの半集約的養殖に関する過去のプロジェクトがこれといった成果を出し

ていないことは明白である。米国やドイツの援助においても半集約的養殖は対象地域にほと

んど定着しておらず、また DGRH が取り組んできた貯水池における囲い網養殖についても

継続されている例は極めて少ない。魚類供給量の 4 分の 3 を占める輸入魚が当国の食料安全

保障を脅かしている一方で、河川流域における魚類漁獲量の増大が期待できない以上、ブル

キナファソ側が本プロジェクトに養殖により魚類生産増加を期待することは当然の流れとも

いえる。プロジェクトによる半集約的養殖に関する取り組みは外部条件により約 10 カ月遅

れの状況であるが、今後は追加投入をしてでも成果達成に向けたより一層の努力が必要と考

えられる。

本プロジェクトでは養殖普及活動までは含まれていないが、少なくとも養殖適地を選び適

切な養殖システムを提案できるようになることが期待されている。プロジェクトでは、ブル

キナファソ全国に存在する貯水池に着目し、採算性のある囲い網養殖または網生簀養殖の可

能性を主な対象と考えているようであり、今後の実証試験に期待するほかない。一方で、氾

濫原や水田の近くが小規模池中養殖の適地である可能性も高いことから、特に南西部におい

て池中養殖の実証試験を取り入れることを提案したい。貯水池での養殖は、共有あるいは公

的な水面であることが多く、公平性の観点から個人ではなく農漁民のグループが対象となる

ことで、1 人当たりの便益が限定的となる。加えて、グループによる共同管理がうまくいか

ないことは他の例をみるまでもなくブルキナファソにおいてもすでに反省材料となっている

ようである。また、施設に対する高い初期投資、配合飼料代の総費用に対する高い比率等、

小規模農漁民にとってハードルの高い事業といわざるを得ない。他方、小規模池中養殖は当

初の池造成が大変ではあるが、流動費用は低く抑えられる養殖方法であることから、小規模

農民にとって取り組みやすい。ブルキナファソの養殖振興の可能性を異なる角度から検討

し、技術的にも管理面でもフィージブルな養殖方法を提案できるようになることが望まれて

いる。



付　属　資　料

１　調査日程 

２　PDM（仏文、和文）評価時点

３　評価グリッド　記入版

４　合同評価報告書（仏文）

５　活動実績一覧



 

付属資料 1.調査日程 

 

スケジュール 
 月 日 

曜

日 
総括・協力企画・養殖普及 評価分析 

滞在先

1 8月 30 日 火 ― 
羽田発 パリ経由 

16:40 ワガドゥグ着 
― 

2  31 日 水 ― 

JICA ブルキナファソ事務所打

合せ 

プロジェクト専門家・プロジェ

クト C/P からの聞き取り 

ワガド

ゥグ 

3 9月 1 日 木 ― 
DRAH Cascades 訪問、 

Sideradougou サイト視察 
ﾊﾞﾝﾌｫﾗ 

4  2 日 金 ― 

Banfora Cascade 州事務所訪問

Lemurodougou サイト視察 

Haut Bassin 州事務所表敬 

ﾎﾞﾎﾞﾃﾞｨ

ｳﾗｯｿ 

5  3 日 土 19:40 協力企画ワガドゥグ着 
バゼガ養殖センター訪問 

資料整理 

ワガド

ゥグ 

6  4 日 日 

13:50 養殖普及ワガドゥグ着 

16:40 総括 ワガドゥグ着 

団内打合せ 

資料整理 

団内打合せ 

ワガド

ゥグ 

7  5 日 月 

環境・持続的開発省（MEDD）、農業・水利省（MAH）表敬 

JICA ブルキナファソ事務所、プロジェクト専門家との打合せ 

キックオフミーティング 

ワガド

ゥグ 

8  6 日 火 

Lemurodougou サイト訪問、 

Sideradougou 村訪問・聞き取り、 

DRAH Cascades 表敬 

ﾊﾞﾝﾌｫﾗ 

9  7 日 水 Tita liboure 村訪問・聞き取り・サイト視察 
ワガド

ゥグ 

10  8 日 木 

バゼガ養殖センター訪問・聞き取り 

民家養殖サイト視察 

評価レポート作成 

ワガド

ゥグ 

11  9 日 金 合同評価委員会 
ワガド

ゥグ 

12  10 日 土 評価レポート作成、資料整理 
ワガド

ゥグ 

13  11 日 日 

評価レポート・和文報告書作成 

資料整理 

合同評価委員会開催に向けた調整 

ワガド

ゥグ 

14  12 日 月 JCC 開催 
ワガド

ゥグ 

15  13 日 火 

JICA ブルキナファソ事務所報告 

在ブルキナファソ日本国大使館報告 

20:15 総括・協力企画・評価分析ワガドゥグ発、パリ経由 

ワガド

ゥグ 

16  14 日 水 12:30 養殖普及ワガドゥグ発ダカール着 ― 

17  15 日 木 総括・協力企画・評価分析 羽田着 ― 
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１．調査日程
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ir

es
 : 

Le
s a

ge
nt

s d
e 

la
 D

G
R

H
, d

es
 D

R
A

H
R

H
 d

an
s l

es
 z

on
es

 c
ib

lé
es

, A
ge

nt
s d

'en
ca

dr
em

en
t c

on
ce

rn
an

t l
es

 u
ni

té
s p

ilo
te

s, 
 le

s p
êc

he
ur

s, 
le

s a
gr

ic
ul

te
ur

s c
on

ce
rn

an
t l

’e
xé

cu
tio

n 
de

s u
ni

té
s p

ilo
te

s

 
In

di
ca

te
ur

s o
bj

ec
tiv

em
en

t v
ér

ifi
ab

le
s

So
ur

ce
s d

e 
vé

ri
fic

at
io

n
C

on
di

tio
ns

 e
xt

ér
ie

ur
es

L'
aq

ua
cu

ltu
re

 e
st

 p
ra

tiq
ué

e 
su

r 3
0 

si
te

s d
an

s l
a 

zo
ne

 c
ib

lé
e 

ap
rè

s l
e

pr
oj

et
 e

n 
20

17
.

・
R

ap
po

rt 
d'

ac
tiv

ité
s a

nn
ue

ls
 d

e 
la

 D
G

R
H

・
La

 v
ol

on
té

 p
ol

iti
qu

e 
po

ur
 p

ro
m

ou
vo

ir 
l’a

qu
ac

ul
tu

re
 e

st
m

ai
nt

en
ue

1.
 L

e 
pl

an
 d

e 
la

 v
ul

ga
ris

at
io

n 
ba

sé
 su

r l
es

 te
ch

no
lo

gi
es

 a
pp

ro
pr

ié
es

et
 le

s d
ire

ct
iv

es
 d

e 
la

 v
ul

ga
ris

at
io

n 
 e

st
 v

al
id

é 
da

ns
 le

s z
on

es
 c

ib
lé

es
2.

 L
e 

pe
rs

on
el

 n
éc

es
sa

ire
 e

st
 fo

rm
é 

po
ur

 la
 m

is
e 

en
 o

eu
vr

e 
du

 p
la

n
de

 v
ul

ga
ris

at
io

n.

・
V

al
id

at
io

n 
du

 p
la

n 
de

 v
ul

ga
ris

at
io

n 
de

 l'
aq

ua
cu

ltu
re

・
R

ap
po

rt 
d'

ac
tiv

ité
s a

nn
ue

ls
 d

e 
la

 D
G

R
H

・
R

ap
po

rts
 d

’é
va

lu
at

io
n 

du
 P

ro
je

t

・
Le

s c
at

as
tro

ph
es

 n
at

ur
el

le
s n

e 
su

rv
ie

nn
en

t p
as

.

1.
 L

es
 u

ni
té

s p
ilo

te
s d

e 
l'a

qu
ac

ul
tu

re
 e

xt
en

si
ve

 so
nt

 ré
al

is
ée

s e
t

su
iv

ie
s d

an
s 2

4 
si

te
s.

2.
 L

es
 te

ch
no

lo
gi

es
 d

e 
l'a

qu
ac

ul
tu

re
 se

m
i-i

nt
en

si
ve

 so
nt

 su
iv

ie
s e

t
am

él
io

ré
es

 d
an

s 6
 si

te
s

3.
 L

es
 te

ch
no

lo
gi

es
 a

pp
ro

pr
ié

es
 d

e 
l'a

qu
ac

ul
tu

re
 so

nt
 p

ro
po

sé
es

.

・
R

ap
po

rt 
du

 p
ro

je
t, 

R
ap

po
rt 

sp
éc

ifi
qu

e 
et

 d
’é

tu
de

・
R

ap
po

rt 
d'

év
al

ua
tio

n 
du

 P
ro

je
t

1.
 L

es
 o

ut
ils

 d
e 

vu
lg

ar
is

at
io

n 
de

 l’
aq

ua
cu

ltu
re

 (e
x.

 M
an

ue
ls

pr
at

iq
ue

s d
’a

qu
ac

ul
tu

re
) s

on
t v

al
id

és
 a

u 
se

in
 d

e 
M

A
H

R
H

.
2.

 L
es

 d
ire

ct
iv

es
 d

e 
la

 v
ul

ga
ris

at
io

n 
de

 l'
aq

ua
cu

ltu
re

 so
nt

 é
la

bo
ré

es
po

ur
 le

s 6
 p

ro
ve

nc
es

 e
n 

5 
ré

gi
on

s 
zo

ne
s c

ib
lé

es
.

3.
 6

2 
ag

en
ts

 ( 
au

 n
iv

ea
u 

na
tio

na
l, 

ré
gi

on
al

, Z
A

T/
U

A
T)

 so
nt

 fo
rm

és

・
 M

an
ue

ls
 p

ra
tiq

ue
s

・
D

oc
um

en
t d

es
 d

ire
ct

iv
es

 d
e 

la
 v

ul
ga

ris
at

io
n 

de
 l'

aq
ua

cu
ltu

re
・

Pl
an

 d
e 

fo
rm

at
io

n
・

R
ap

po
rt 

de
 fo

rm
at

io
n

In
pu

ts

C
on

di
tio

ns
 P

ré
al

ab
le

s

So
m

m
ai

re
 n

ar
ra

tif

B
ut

 G
lo

ba
l

 L
’a

qu
ac

ul
tu

re
 e

st
 p

ra
tiq

ué
e 

et
 v

ul
ga

ris
ée

 p
ar

 le
s a

gr
ic

ul
te

ur
s e

t l
es

 p
êc

he
ur

s
du

ra
bl

em
en

t d
an

s l
es

 z
on

es
 c

ib
lé

es
.

2.
Le

s d
ire

ct
iv

es
 d

e 
la

 v
ul

ga
ris

at
io

n 
de

 l’
aq

ua
cu

ltu
re

 so
nt

 e
la

bo
ré

es
 p

ou
r l

es
zo

ne
s c

ib
lé

es
.

O
bj

ec
tif

 S
pé

ci
fiq

ue
 d

u 
Pr

oj
et

 L
e 

di
sp

os
iti

f p
ou

r l
a 

vu
lg

ar
is

at
io

n 
de

 l’
aq

ua
cu

ltu
re

 e
st

 re
nf

or
cé

  d
an

s l
es

 z
on

es
ci

bl
ée

s.

R
és

ul
ta

ts
 A

tt
en

du
s

1.
Le

s t
ec

hn
ol

og
ie

s a
pp

ro
pr

ie
és

 d
e 

l’a
qu

ac
ul

tu
re

 so
nt

 d
ém

on
tré

es
 d

an
s l

es
zo

ne
s c

ib
lé

es
.

Le
s a

ge
nt

s f
or

m
és

 c
on

tin
ue

nt
 d

e 
tra

va
ill

er
 d

an
s l

e 
ca

dr
e 

du
 p

ro
je

t

A
ct

iv
ité

s

・
Le

 b
ud

ge
t r

eq
ui

s d
e 

la
 p

ar
tie

 b
ur

ki
na

bè
 e

st
 d

is
po

ni
bl

e
・

L'
ap

pr
ov

is
io

nn
em

en
t d

es
 a

le
vi

ns
 e

st
 a

ss
ur

é 
su

ff
is

am
en

t e
t r

ég
ul

iè
re

m
en

t.

【
Pa

rti
e 

ja
po

na
is

e】
- E

xp
er

ts
 ja

po
na

is
- E

qu
ip

em
en

ts
 n

éc
es

sa
ire

s
- F

or
m

at
io

n 
du

 p
er

so
nn

el
 b

ur
ki

na
bé

 a
u 

Ja
po

n 
ou

 d
an

s u
n 

pa
ys

 ti
er

s
- D

ép
en

se
s n

éc
es

sa
ire

s p
ou

r l
a 

m
is

e 
en

 o
eu

vr
e 

du
 P

ro
je

t

【
Pa

rti
e 

bu
rk

in
ab

è】
- P

er
so

nn
el

 p
rin

ci
pa

l d
u 

Pr
oj

et
-  

C
oo

rd
on

na
te

ur
 d

u 
pr

oj
et

-  
A

ge
nt

s  
co

nc
er

né
s,e

tc
-  

Pe
rs

on
ne

l d
’a

pp
ui

 : 
 S

ec
ré

ta
ire

, C
ha

uf
fe

ur
- L

oc
au

x 
et

 c
om

m
od

ité
s

- D
ép

en
se

s n
éc

es
sa

ire
s p

ou
r l

a 
m

is
e 

en
 o

eu
vr

e 
du

 P
ro

je
t

1-
1.

 F
ai

re
 l’

ét
at

 d
es

 li
eu

x 
de

 l’
aq

ua
cu

ltu
re

 e
t d

es
 a

ct
iv

ité
s d

e 
pr

od
uc

tio
n 

ag
ro

-p
as

to
ra

le
 d

an
s l

es
 p

ro
vi

nc
es

 p
ré

sé
le

ct
io

nn
ée

s «
 c

on
di

tio
n 

na
tu

re
lle

,
fo

nc
tio

nn
em

en
t d

es
 g

ro
up

em
en

ts
, p

ra
tiq

ue
 d

e 
pê

ch
e,

 tr
an

sf
or

m
at

io
n 

et
 c

om
m

er
ci

al
is

at
io

n,
 d

is
po

ni
bi

lit
és

 d
’a

le
vi

n 
et

 d
’a

lim
en

t, 
et

c.
»

1-
2.

 A
na

ly
se

r l
es

 e
xp

ér
ie

nc
es

 a
nt

ér
ie

ur
es

 e
t i

de
nt

ifi
er

 le
s f

ac
te

ur
s d

e 
ré

us
si

te
 e

t d
'éc

he
c.

1-
3.

 Id
en

tif
ie

r l
es

 z
on

es
 c

ib
lé

es
 b

as
ée

s s
ur

 le
s r

és
ul

ta
ts

 d
es

 a
ct

iv
ité

s 1
-1

,1
-2

. «
en

 tr
ai

ta
nt

 le
s s

ys
tè

m
es

 e
xt

en
si

fs
 e

t s
em

i-i
nt

en
si

fs
 »

1-
4.

 O
ff

rir
 d

es
 fo

rm
at

io
ns

 d
e 

ba
se

 a
ux

 p
er

so
nn

es
 c

on
ce

rn
ée

s p
ou

r l
a 

bo
nn

e 
ex

éc
ut

io
n 

de
s u

ni
té

s p
ilo

te
s d

’a
qu

ac
ul

tu
re

.
1-

5.
 A

pp
uy

er
 la

 ré
al

is
at

io
n 

de
s u

ni
té

s p
ilo

te
s d

’a
qu

ac
ul

tu
re

 e
xt

en
si

ve
 a

pp
ro

pr
ié

es
 e

t l
es

 su
iv

re
.

1-
6.

 A
na

ly
se

r l
es

 e
xp

ér
ie

nc
es

 d
’a

qu
ac

ul
tu

re
 se

m
i-i

nt
en

si
ve

 d
e 

la
 D

G
R

H
 e

t a
m

él
io

re
r l

es
 te

ch
ni

qu
es

 a
fin

 d
e 

m
ie

ux
 le

s a
da

pt
er

 a
ux

 c
on

di
tio

ns
 lo

ca
le

s.
1-

7.
 O

rg
an

is
er

 d
es

 v
is

ite
s d

’é
ch

an
ge

 d
’e

xp
ér

ie
nc

e 
su

r l
es

 si
te

s d
e 

bo
nn

e 
pr

at
iq

ue
 a

u 
pr

of
it 

de
s p

er
so

nn
es

 c
on

ce
rn

ée
s p

ar
 le

s u
ni

té
s p

ilo
te

s.
1-

8.
 A

na
ly

se
r l

es
 ré

su
lta

ts
 d

es
 u

ni
té

s p
ilo

te
s.

1-
9.

 E
ta

bl
ir 

le
s o

pt
io

ns
 te

ch
no

lo
gi

qu
es

 a
pp

ro
pr

ié
es

 d
an

s l
es

 z
on

es
 c

ib
lé

es
.

2-
1.

 O
rg

an
is

er
 d

es
 v

oy
ag

es
 d

’é
tu

de
 d

an
s d

’a
ut

re
s p

ay
s d

an
s l

e 
bu

t d
e 

s’
in

sp
ire

r d
e 

le
ur

 e
xp

ér
ie

nc
e 

et
 e

nv
is

ag
er

 d
es

 d
is

po
si

tif
s d

e 
vu

lg
ar

is
at

io
n 

de
 l’

aq
ua

cu
ltu

re
.

2-
1.

 E
la

bo
re

r d
es

 o
ut

ils
 d

e 
vu

lg
ar

is
at

io
n 

de
 l’

aq
ua

cu
ltu

re
 (e

x.
 M

an
ue

ls
 p

ra
tiq

ue
s d

’a
qu

ac
ul

tu
re

) b
as

ée
s s

ur
 le

s a
ct

iv
ité

s l
ié

es
 a

u 
ré

su
lta

t a
tte

nd
u 

(1
).

2-
3.

 E
la

bo
re

r l
es

 d
ire

ct
iv

es
 d

e 
la

 v
ul

ga
ris

at
io

n 
de

 l’
aq

ua
cu

ltu
re

 d
an

s l
es

 z
on

es
 c

ib
lé

es
.

2-
4.

 F
or

m
er

 le
s p

er
so

nn
es

 p
ou

r l
a 

vu
lg

ar
is

at
io

n 
de

 l’
aq

ua
cu

ltu
re

 b
as

ée
 su

r l
es

 d
ire

ct
iv

es
 2

-3
.
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期
間

：
3年

間

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
指

標
デ

ー
タ

入
手

手
段

外
部

条
件

上
位

目
標

：
対

象
地

域
に

お
い

て
、

養
殖

が
農

・
漁

民
に

よ
っ

て
持

続
的

に
実

践
・
普

及
さ

れ
る

。
20

17
 年

ま
で

に
対

象
地

域
に

お
い

て
、

3
0
サ

イ
ト

で
養

殖
が

実
践

さ
れ

る
。

・
D

G
R

H
年

間
活

動
レ

ポ
ー

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

影
響

す
る

大
規

模
な

自
然

災
害

等
が

起
こ

ら
な

い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

：
対

象
地

域
に

お
い

て
養

殖
普

及
を

推
進

す
る

た
め

の
体

制
が

整
備

さ
れ

る
。

1.
養

殖
手

法
及

び
そ

の
普

及
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
具

体
的

な
普

及
計

画
が

、
農

   
業

・
水

利
・
水

産
資

源
省

に
お

い
て

承
認

さ
れ

る
。

2.
同

普
及

計
画

の
実

施
に

必
要

な
人

員
が

育
成

さ
れ

る
。

・
普

及
計

画
の

認
証

・
D

G
R

H
年

間
活

動
レ

ポ
ー

ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
レ

ポ
ー

ト

ブ
ル

キ
ナ

フ
ァ

ソ
の

養
殖

振
興

政
策

が
変

化
し

な
い

。

成
果

1：
対

象
地

域
に

お
い

て
適

切
な

養
殖

手
法

が
提

示
さ

れ
る

。
1.

粗
放

養
殖

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
2
4
サ

イ
ト

で
実

施
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
さ

  
 れ

る
。

2.
6
サ

イ
ト

で
半

集
約

養
殖

の
技

術
が

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

改
善

さ
れ

る
。

3.
適

切
か

つ
具

体
的

な
養

殖
手

法
が

提
案

さ
れ

る
。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
レ

ポ
ー

ト
、

調
査

レ
ポ

ー
ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
レ

ポ
ー

ト

成
果

2：
対

象
地

域
に

お
け

る
養

殖
普

及
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

作
成

さ
れ

る
。

1.
養

殖
実

践
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

普
及

ツ
ー

ル
が

農
業

・
水

利
・
水

産
資

源
省

に
お

い

   
て

承
認

さ
れ

る
。

2.
養

殖
普

及
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

対
象

地
域

5州
6
県

分
作

成
さ

れ
る

。

3.
水

産
担

当
技

官
や

普
及

員
が

6
2
名

が
研

修
を

受
け

る
。

・
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
養

殖
普

及
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

・
研

修
計

画

・
研

修
レ

ポ
ー

ト

前
提

条
件

：
・
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

側
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

わ
る

予
算

が
確

保
さ

れ
る

。
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
種

苗
が

適
期

に
十

分
供

給
さ

れ
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
が

何
名

も

離
職

し
な

い
。

投
入

：

【
日

本
側

】

・
専

門
家

・
必

要
機

材

・
本

邦
も

し
く

は
第

三
国

研
修

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
費

【
ブ

ル
キ

ナ
側

】

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
人

件
費

・
施

設
・

土
地

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
費

用

活
動

：
1-

1　
候

補
対

象
地

域
1（

11
 県

）
の

土
地

条
件

、
気

候
条

件
、

農
・
漁

民
グ

ル
ー

プ
の

状
況

、
養

殖
実

施
状

況
、

水
産

物
販

売
状

況
、

種
苗

・
餌

料
入

手
先

等
に

か
か

る
現

況
調

査
を

　
　

   
実

施
す

る
。

1-
2　

過
去

の
養

殖
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
、

そ
の

成
功

要
因

・
失

敗
要

因
を

分
析

す
る

。

1-
3　

上
記

の
結

果
を

基
に

、
対

象
地

域
を

6 
県

程
度

選
定

す
る

。

1-
4　

関
係

者
（
水

産
担

当
技

官
、

普
及

員
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簀
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検
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t R
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 p
ar

 l’
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u 
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地
：

B
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 H
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ad
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, K

én
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go
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 O
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水
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官
、
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務
所

及
び

県
事

務
所

の
水

産
担

当
技

官
及

び
普

及
員

（
対

象
地

域
6 

県
）
、

農
漁

民
グ

ル
ー

プ
（
対

象
地

域
6 

県
）
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 b
e 
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pr

op
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ur
ed
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r r
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l-o
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 o
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ur

al
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 a
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 d
ev
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op

m
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t a
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?

Q
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rv
ie

w
s

It 
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w
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at
 D

G
R

H
 h

as
 s

uf
fic

ie
nt
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na

nc
ia

l s
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rc
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e 
aq
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re
 to

 b
e 
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he
d 

by
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e
P
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je

ct
, c
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de
rin

g 
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e 
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ct
 fo

r t
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st
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o 

ye
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D

G
R

H
 h
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 n

ot
ye

t f
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 e
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en

d 
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s 
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 P
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ct
 a

s 
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d.

 F
ur

th
er

m
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th

e 
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fe
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f D

G
R

H
 to

 M
E

D
D

 is
 a

n 
un

ce
rta

in
 fa
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 o
n 
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e

fin
an
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al
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t, 
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fte

r t
he
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n 

of
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e 
P
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.

D
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s 
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re
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(D

G
R

H
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ha
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l
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s 

( (
te
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/s
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w
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ow
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 m
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n
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s 
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P
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?
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w
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Q
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,
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w

s

D
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g 
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e 
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rv
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w
, m

os
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 c
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n 
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y 
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 th
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ug
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e 
P
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o 
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r t

o
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n 
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nt
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 b
y 
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e 
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d 
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 th

e 
P

ro
je
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, t

he
y 

w
ou

ld
 h

av
e

ac
qu

ire
d 

en
ou

gh
 c

ap
ac

ity
 to

 c
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tin
ue

 a
nd

 e
xp

an
d 

th
e 

ef
fe

ct
s 

of
th

e 
P

ro
je

ct
, e

sp
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ia
lly
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r t

he
 e

xt
en

si
ve

 a
qu

ac
ul

tu
re

. H
ow

ev
er

,
w

hi
le

 c
om

m
un

ity
-b
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ed
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xt

en
si

ve
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qu
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ch
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n 
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.

A
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e 
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W
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 w
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r
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 b
ud
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,
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付
属

資
料

5
.活

動
実

績
一
覧

 

活
動
計
画
 

項
目

 
活
動
内
容
 

到
達
目
標
 

進
捗
状
況
と
実
績
 

進
捗
 

計
画
と
異
な
る
理
由
 

今
後
の
計
画
 

1
-
1
 

候
補

対
象
地
域

1
（
1
1
 
県
）
の
土
地
条
件
、

気
候

条
件
、
農
・
漁
民
グ
ル
ー
プ
の
状
況
、

養
殖

実
施
状
況
、
水
産
物
販
売
状
況
、
種
苗
・

餌
料

入
手
先
等
に
か
か
る
現
況
調
査
を
実
施

す
る

。
 

活
動

1
－
3
の
基

と
な
る
情
報
を

入
手
・
分
析
す

る
。
 

1
1

県
に

対
す

る
現

況
調

査
を

行
い

、
氾

濫
原

粗

放
養

殖
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

及
び

半
集

約
的

養
殖

の
サ
イ
ト
情
報
を
確
認
し
た
。
 

対
象
地
域
を
決
定
し
た
後
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
て
各
対
象
地
域
の
社
会
・
経
済

調
査
を
実
施
し
た
。
 

1
 

―
 

氾
濫

原
粗

放
養

殖
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
調

査
を

B
o
u
c
l
e
 

d
u
 M
o
u
h
o
u
n
州
及
び

S
u
d
-
O
u
e
s
t
州
の

2
州
で
実

施

し
、

天
然

沼
（

氾
濫

原
粗

放
養

殖
の

導
入

可
能

な
）

リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。
 

1
-
2
 

過
去

の
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
そ

の
成

功
要
因
・
失
敗
要
因
を
分
析
す
る
。
 

活
動

1
－
3
の
基

と
な
る
情
報
を

入
手
・
分
析
す

る
。
 

現
状
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
及
び
過
去
の
主

要
養

殖
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

9
つ

に
つ

い
て

成
功

要

因
・
失
敗
要
因
を
分
析
し
、
教
訓
を
抽
出
し
た
。
 

1
 

―
 

特
に
な
し
 

1
-
3
 

上
記

の
結
果
を
基
に
、
対
象
地
域
を

6
 
県
程

度
選

定
す
る
。
 

対
象
地
域
を
選

定
す
る
。
 

氾
濫

原
粗

放
養

殖
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

及
び

半
集

約
的
養
殖
事
情
に
基
づ
い
て
、
5
州

6
県
を
選
定

し
た
。
 

1
 

―
 

特
に
な
し
 

1
-
4
 

関
係

者
（
水
産

担
当
技
官
、
普

及
員
等
）
を

対
象

に
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
適

切
に

実
施

す
る

た
め

の
基

礎
的

研
修

を
行

う
。

 

各
養
殖
手
法
の

基
本
と
な
る
技

術
を
研
修
及
び

O
J
T
に
て
実
施

す
る
。
 

粗
放
養

殖
で

は
、
サ

イ
ト

評
価

研
修
（

対
象

者
：

D
G
R
H
 4

名
、
R
e
g
i
o
n
s
 6

名
、
P
r
o
v
i
n
c
e
s
 6

名
）

及
び

実
践

研
修

（
対

象
者

：
Z
A
T
/
U
A
T
 
1
8

名
、

M
e
m
b
r
e
s
 
d
e
 
C
o
m
i
t
é
 
1
0
4
名
）
を
実
施
し
た
。
 

半
集
約
的
養
殖
で
は
、
O
J
T
研
修
（
対
象
者
：
D
G
R
H
 

6
名
）
を
実
施
し
た
が
、
一
時
中
断
。
 

1
 

―
 

氾
濫
原
粗
放
養
殖

2
0
1
1
年
新
規

1
3
サ
イ
ト
の
関
係

者
に
実
践
研
修
を
実
施
す
る
。
 

半
集
約
的
養
殖

O
J
T
研
修
を
短
期
専
門
家
と
と
も
に

2
0
1
1
年

6
月
末

よ
り
実
施
す
る
。
 

1
-
5
 

適
切

な
粗
放
養
殖
を
支
援
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る

。
 

村
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
形
成
か
ら

収
獲
ま
で
を
支

援
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
。
 

2
0
1
0
年

1
2
サ
イ

ト
、
2
0
1
1
年

1
3
サ
イ
ト
を
支

援
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
中
。
 

1
 

 
2
0
1
0
年

1
2
サ

イ
ト
及
び

2
0
1
1
年
新
規

1
3
サ
イ

ト

へ
の
支
援
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
 

1
-
6
 

D
G
R
H
 
が
現
在
実
施
し
て
い
る
半
集
約
養
殖

（
囲

い
網
・
網
生
け
簀
養
殖
）
の
問
題
分
析

と
現

地
に
適
応
し
た
手
法
へ
の
改
良
を
試
み

る
。

 

各
手
法
を
経
済

的
・
技
術
的
に

分
析
し
、
既
存

手
法
を
改
良
す

る
。
 

バ
ゼ
ガ
養
殖
セ
ン
タ
ー
に
て
、
池
の
準
備
か
ら
収

獲
ま
で
を
実
施
し
た
。
自
家
製
配
合
飼
料
を
短
期

専
門
家
と
と
も
に
作
成
し
た
。
テ
ラ
ピ
ア
に
発
症

し
て
い
た
赤
班
病
（
仮
名
）
に
つ

い
て
、
大
学
と

と
も
に
分
析
中
で
あ
る
。
 

3
 

2
0
1
0
年

7
月
末

に
第
三
国

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
死
去

に
伴
い
、
実
証
試
験
の
一

部
が
中
断
し
た
た
め
。
 

短
期

専
門

家
と

と
も

に
、

種
苗

生
産

、
池

中
養

殖
、

浮
き

網
生

簀
の

実
証

試
験

及
び

囲
い

網
養

殖
の

問
題

分
析

を
実

施
し

、
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

に
適

し
た

養
殖

手
法
を
抽
出
す
る
。
赤
班
病
（
仮
名
）
の
分
析
。
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1
-
7
 

パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
を
対
象

に
、

他
の
優
良
事
例
サ
イ
ト
等
の
視
察
研
修

を
行

う
。
 

粗
放
養
殖
及
び

半
集
約
的
養
殖

優
良
サ
イ
ト
の

視
察
を
実
施
関

係
者
の
理
解
を

深
め
る
。
 

第
1
回
氾
濫
原

粗
放
養
殖
経
験
交
流
会
の
準
備

中
。
 

1
 

―
 

2
0
1
1
年

5
月
以

降
に
、
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
ー
及
び
ボ
ボ
・

デ
ィ

ラ
ッ

ソ
に

て
関

係
者

と
と

も
に

交
流

会
を

実
施

す
る
。
 

1
-
8
 

パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
結
果
を
分

析
す

る
。
 

各
手

法
の

技
術

的
・
経
済
的
結
果

を
分
析
す
る
。

氾
濫
原
粗
放
養
殖

2
0
1
0
年

1
2
サ
イ
ト
分
析
の
準

備
中
。
 

1
 

―
 

基
本
的
に
は
、
氾
濫
原
粗
放
養
殖
は

2
0
1
2
年
の

4
～

5
月
、
半
集
約
的
養
殖
は

2
0
1
1
年

1
0
～
1
2
月
に
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

が
、

一
部

氾
濫

原
粗

放
養

殖
の

2
0
1
0
年

1
2
サ
イ
ト
は

5
月
、
半
集
約
的
養
殖
は

8

月
に
各
結
果
を
分
析
す
る
。
 

1
-
9
 

対
象

地
域
に
適
し
た
養
殖
手
法
を
取
り
ま
と

め
る

。
 

各
手
法
の
分
析

結
果
を
基
に
、

対
象
地
域
に
適

し
た
手
法
を
提

示
す
る
。
 

現
段
階
で
は
、
特
に
な
し
。
 

1
 

―
 

上
記

の
結

果
を

合
わ

せ
て

、
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

に
適

し
た

手
法

を
取

り
ま

と
め

る
。

な
お

、
技

術
的

・
経

済
的
に
適
さ
な
い
手
法
は
除
外
す
る
。
 

2
-
1
 

養
殖

普
及
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
専
門

家
と

C
/
P
 
が
ギ
ニ
ア
・
ベ
ナ
ン
な
ど
近
隣
国

の
視

察
を
行
う
。
 

近
隣
国
の
養
殖

を
視
察
し
、
今

後
の
活
動
及
び

普
及
体
制
整
備

構
築
等
の
参
考

に
す
る
。
 

C
/
P
と
も
に
ガ
ー
ナ
を
視
察
し
、
養
殖
発
展
要
因

の
分
析
を
実
施
し
た
。
 

3
 

2
0
1
0
年

1
1
月
：

エ
ジ
プ

ト
（
大
型
休
暇
に
よ
り
日

程
が
合
わ
ず
中
止
）
 

2
0
1
1
年

1
月
：
ギ

ニ
ア
（
政

情
悪
化
に
よ
り
延
期
）
 

2
0
1
1
年

3
月
：
ベ

ナ
ン
（
大

統
領
選
挙
に
よ
り
日
程

が
合
わ
ず
延
期
）
 

2
0
1
1
年

6
月
に

ベ
ナ
ン
に
て

P
R
O
V
A
C
の
活
動
を
視

察
し
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
お
け
る
養
殖
普
及
体
制

を
整
備
す
る
た
め
の
参
考
事
例
と
す
る
。
 

2
0
1
2
年

1
月
に

ギ
ニ
ア
に
て
氾
濫
原
粗
放
養
殖
を
視

察
し
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
適
応
で
き
る
技
術
の
確

認
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
認
識
を

C
/
P
と
と

も
に
共
有
す
る
。
 

2
-
2
 

成
果

1
 
の
結
果
を
踏
ま
え
、
養
殖
実
践
マ
ニ

ュ
ア

ル
等
の
普
及
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
。
 

対
象
地
域
の
養

殖
に
適
し
た
普

及
ツ
ー
ル
を
作

成
す
る
。
 

氾
濫
原
粗
放
養
殖
サ
イ
ト
評
価
（
2
0
1
0
年
版
）

及
び
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
2
0
1
0
年
版
）
、
ビ
デ
オ

（
2
0
1
0
年
版
）
、
及
び
自
家
製
配
合
飼
料
作
成
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
済
み
。
 

1
 

―
 

氾
濫
原
粗
放
養
殖
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
2
0
1
1
年
版
）
、

ビ
デ
オ
（
2
0
1
1
年
版
）
の
作
成
。
 

半
集
約
的
養
殖
（
種
苗
生
産
・
各
手
法
）
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
。
 

氾
濫
原
粗
放
養
殖
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
最
終
版
）
、
ビ

デ
オ
（
最
終
版
）
の
作
成
。
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2
-
3
 

対
象

地
域
に
お
け
る
養
殖
普
及
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を

提
案
す
る
。
 

対
象
地
域
に
適

し
た
具
体
的
な

普
及
手
法
等
を

取
り
ま
と
め
、

関
連
省
庁
に
提

示
す
る
。
 

現
段
階
で
は
、
特
に
な
し
。
 

1
 

―
 

各
実

証
試

験
の

結
果

分
析

及
び

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
が

で
き

次
第

、
各

地
域

に
適

し
た

養
殖

普
及

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
（
案
）
を
作
成
す
る
。
 

2
-
4
 

上
記

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
、
養
殖
普

及
の

た
め
の
人
材
育
成
研
修
を
行
う
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
後
に
普
及

が
で
き
る
よ
う

に
関
係
者
を
上

記
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
訓

練
す
る
。
 

現
段
階
で
は
、
特
に
な
し
。
 

1
 

―
 

上
記

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
い

て
、

関
係

者
（

水
産

局
員
、
普
及
員
、
民
間
人
）
に
研
修
を
実
施
す
る
。
 

注
：
「

進
捗
」
の
欄
 

１
 
計
画
ど
お
り
に
進
捗
 

２
 
計
画
よ
り
進
ん
で
い
る
 

３
 
計
画
よ
り
遅
延
 

 出
所

：
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
供
資
料
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ブルキナファソ国

養殖による農村開発促進計画プロジェクト

中間レビュー調査報告書

独立行政法人国際協力機構

農村開発部 

平成23年12月

（2011年）

農村

ＪＲ

11-099

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
国
養
殖
に
よ
る
農
村
開
発
促
進
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
報
告
書

平
成
23
年
12
月

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
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